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（１） 広場の現況・課題 

・広場は、ロータリーの北東側に位置し、ベンチ・パーゴラ・池・公衆トイレ・植栽等が設置されている。

また、広場から少し離れた位置（タクシー乗り場付近）に、喫煙所が設置されている。 

・ベンチでくつろいでいる人が多少見られるものの、長時間滞在している人はほとんど居ない。 

・市民・駅利用者アンケート調査をみると、東口の休憩施設（ベンチ、緑地など）について、「満足」・「や

や満足」と回答された方は全体の約２割、「やや不満」・「不満」と回答された方は全体の約４割であり、

不満に感じている方が比較的多い。また、東口周辺に求められている広場としては、「快適に待ち時間を

過ごせる広場」が最も多く、次いで「緑豊かで居心地が良い広場」、「災害時等の避難場所となる広場」が

多い。 

 

■広場の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市民・駅利用者アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 広場の整備方針 

    現在、守山駅東口に設置されている広場については、待ち時間を快適に過ごせる施設や多世代が気兼ねなく

交流できる場等が不足しており、快適性のある空間は形成できていない。アンケート調査の結果からも、憩

いや安全に繋がる機能等を求める意見が多いことから、東口再整備においては、多くの人々が「集まり・出

会い・交流」できる空間として、多様な憩いやにぎわいが生まれる広場を整備する。 
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ｃ）フレキシブルに活用できる広場 

・単純なオープンスペースとして利用するだけでなく、賑わ

い創出に向けたイベントなどの多様な活動ができるよう、

フレキシブルに活用できる広場づくりを行う。 

・災害時に近隣住民の一時避難場所として活用するなど、安

全安心に寄与する広場づくりを行う。 

ｄ）周辺施設と連携した一体感のある空間づくり 

・複合商業機能やワークプレイス機能、交通結節機能（ロー

タリー・周辺道路など）と有機的に連携し、広場を中心と

した一体感のあるエリア形成を図る。 

・オープンカフェの設置や企業の公開空地との連携など、広

場と各機能（施設）の空間を適切に共有し、多様な用途で

活用できる開かれた空間づくりを行う。 

ｂ）子どもから大人まで多世代がワクワクする広場 

・子どもが走り回ったり、寝転んだり、様々な体験ができる

楽しい広場づくりを行う。 

・東口周辺以外からも行ってみたくなるような空間を形成

し、子どもだけでなく多世代の人が集まり、交流が図れる

広場づくりを行う。 

ａ）憩いの場となる居心地の良い広場 

・東口の魅力である落ち着いた雰囲気を活かすなかで、人が

自然と集まり、憩える空間づくりを行う。 

・ベンチやテーブル等を設置し、散歩中や待ち時間などに、

ゆったりとくつろげる居心地の良い広場づくりを行う。 

・地場産材（地域産木材等）の利用や樹木の植栽による緑の

活用など、守山らしさが表現された市の玄関口にふさわし

い空間づくりを行う。 

導入機能③ 広場（憩い・交流）機能 

ロータリー 

駐車場 

池 

ベンチ・ 
パーゴラ 

公衆トイレ 駐車場 
入口 

噴水 

① 

② 

④ 

③ 

喫煙所 

満足 4%

やや満足

14%

やや不満

22%

不満 15%

利用したこと

がない 40%

無回答

5%

●東口の休憩施設（ベンチ、緑地など）の満足度 ●東口周辺に求められている広場 

①噴水 ②公衆トイレ 

③池 ④ベンチ・パーゴラ 

(件) 

37％ 
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（３） 他市の事例 

 

・JR長岡京駅西口では、市街地再開発事業によって商

業・公益施設や住宅施設の他、駅前広場（ロータリー）

や広場公園、都市計画道路等の公共施設を整備した。 

（工事着工～竣工：平成 15～17 年度） 

・ロータリーに隣接して配置された広場公園のコンセ

プトやプランは、市民の声を反映させながら取りま

とめた。 

 

 

 

 

 

 

 

■広場のコンセプト・基本構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広場の利活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・名鉄豊田市駅東口では、既存の駅前広場を刷新して、

ロータリー機能の充実を図る整備と、歩行者が楽し

める連続性のある広場空間の整備を行っているとこ

ろである。（整備期間：令和 5～8年度（予定）） 

・広場空間は、市の玄関口としての立地を活かしたイ

ベントに対応できる空間と、日常的な憩いの場とし

ての芝生広場を整備する計画としている。 

・駅前広場の再整備にあたり、令和元年９月に暫定的

な広場空間を整備し、将来の広場のあり方を具体的

に検証するための実証実験を約４年間行った。 

■豊田市駅東口駅前広場整備イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 長岡京駅西口広場公園［バンビオ広場公園］（京都府長岡京市） 名鉄豊田市駅 東口まちなか広場（暫定広場）［とよしば］（愛知県豊田市） 
 

名  称 豊田市駅東口まちなか広場（暫定広場） 

［とよしば］ 

面  積 約 1,140 ㎡ 

（芝生広場 約 560 ㎡、舗装広場 約 430 ㎡、 

拠点施設 約 150 ㎡） 

 

 

名  称 長岡京駅西口広場公園 

［バンビオ広場公園］ 

面  積 約 2,300 ㎡ 

 

(出典：天理駅前広場コフフンHP) 

(出典：豊田市HP) 

【コンセプト】 

市民とともに成長し 
長岡京の新しい文化を育む 

交流の舞台 
待ち合わせをする 
まちの歴史が感じ

られる 等 

【ゾーニング図】 

ロータリー 

ロータリー 

↑ 
JR 長岡京駅 

↑ 
JR 長岡京駅 

【基本構想図】 

イベントを
する 

イルミネー
ションを楽
しむ 等 

おしゃべりをする 
昼寝をする 

自然を楽しむ 等 

おしゃべりをする 
お弁当を食べる等 

(出典：長岡京市HP) 

噴水で遊ぶ子どもたち 広場（みんなのステージ）での音楽イベント 

■暫定広場［とよしば］のレイアウト図 

■暫定広場［とよしば］の利活用例 

芝生広場でのイベント（とよしばマルシェ） 
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